
Vol.50

1

10月号
Vol.50
2018年10月1日発行

発行所：公益社団法人 日本鉄道広告協会
〒150-0022 東京都渋谷区恵比寿南1丁目5番5号 JR恵比寿ビル10階
TEL：03-5791-1808　FAX：03-3443-1616　メールアドレス：information@j-jafra.jp
URL：http://j-jafra.jp/

巻
頭
レ
ポ
ー
ト

　
「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
８
」

は
、
２
０
１
７
年
４
月
か
ら
２
０
１
８
年

３
月
ま
で
の
期
間
に
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

東
日
本
企
画
が
販
売
・
管
理
を
行
っ
て
い

る
駅
お
よ
び
車
両
の
メ
デ
ィ
ア
に
掲
出
さ

れ
た
交
通
広
告
作
品
を
審
査
対
象
と
し
た

交
通
広
告
最
大
の
広
告
賞
で
、
今
年
で
30

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
、
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
部
門
を
車
両
デ
ジ
タ
ル

メ
デ
ィ
ア
部
門
、
駅
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

部
門
の
２
部
門
に
分
け
、
他
、
車
両
メ
デ
ィ

ア
部
門
、
駅
メ
デ
ィ
ア
部
門
、
駅
サ
イ
ン

ボ
ー
ド
部
門
、
企
画
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

部
門
と
４
部
門
の
名
称
を
改
め
ま
し
た
。

　

こ
の
広
告
賞
に
、
当
協
会
は
後
援
と
し

て
参
加
し
て
お
り
、
協
賛
の
「
東
日
本
旅

客
鉄
道
㈱
」「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
メ
デ
ィ
ア
㈱
」

と
共
に
交
通
広
告
の
更
な
る
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

審
査
作
品
数
は
総
計
１
７
６
２
点
で
、

仲
畑
貴
志
審
査
員
長
を
始
め
と
し
た
８
名

の
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、

グ
ラ
ン
プ
リ
１
点
、
各
部
門
の
最
優
秀
部

門
賞
６
点
と
優
秀
作
品
賞
30
点
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
賞
１
点
の
計
38
点
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
高
賞
で
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た

の
は
、
薩
摩
酒
造
株
式
会
社
「
白
波　

こ

の
地
球
の
日
々
た
ち
へ
。」
で
し
た
。

　

贈
賞
式
・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
受
賞

広
告
主
・
広
告
会
社
の
皆
様
、
審
査
員
の

方
々
、
プ
レ
ス
関
係
者
、
協
賛
社
を
代
表

し
て
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
常
務
取
締
役
事

業
創
造
本
部
長 

新
井
健
一
郎
氏
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
メ
デ
ィ
ア
㈱
代
表
取
締
役
社
長 

西
崎

俊
文
氏
、
当
協
会 

今
木
甚
一
郎
会
長
ら
が

出
席
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

グランプリを獲得した薩摩酒造株式会社
取締役会長 本坊浩幸様（右）と
ジェイアール東日本企画代表取締役社長 原口宰氏（左）

７
月
23
日
（
月
）
に
「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
８
」
の
各
受
賞
作

品
の
発
表
お
よ
び
贈
賞
式
・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン（
池
袋
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
８
」

　

グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
薩
摩
酒
造
株
式
会
社

　
「
白
波　

こ
の
地
球
の
日
々
た
ち
へ
。」
が
受
賞
！

「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
７
」

　

グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
株
式
会
社
ポ
ー
ラ

　
「
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ａ  

Ｄ
ｏ
ｔ
ｓ  

Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
」
が
受
賞
！

主
催
：

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

【審査員一覧】 敬称略
●審査員長
　仲畑 貴志
●審査員
　川口 清勝
　十文字 美信
　副田 高行

　田中 里沙

　前田 知巳
　原野 守弘

　表 輝幸

コピーライター　クリエィティブディレクター

アートディレクター
写真家
アートディレクター
事業構想大学院大学学長／
株式会社宣伝会議取締役
コピーライター
クリエイティブディレクター
東日本旅客鉄道株式会社　
執行役員 事業創造本部副本部長
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「交通広告グランプリ 2018」 受賞作品リスト

作品名

白波　この地球の日々たちへ。

Iconic Maker's Mark

Mr. ストレッチ（パーツストレッチスーツ）

ルミネ･ ザ ･バーゲン　2017 夏

人間、明石家さんま。「Netflix」の話

東京メトロ・JR 東日本共同ムービーシリーズ TOKYO SPORTS STATION

ゆるボトルさんの通勤

角川文庫　ブランディング広告

GINZA SIX SALE 

『苦味を、楽しめ。』篇

いい風呂の日

NEW ORANGE 未来につづく、東京の色。

「宣言 - Power of nature」

ざんねんないきもの事典

改源レトロ看板

「ドロンジョとブラック・ジャック」

Yahoo! JAPAN アプリ 全国統一防災模試

休み方改革　ボス✈HAWAII

FUTURE-EXPERIMENT.JP VOL.02 視点を拡張せよ

サーモスブランド　天然氷／塩づくり／雪さらし／炭焼き

第 99 回 全国高校野球選手権大会

洗濯機「泡洗浄」　実証広告

『かいけつゾロリ』 30 周年

文化放送ラジオ CM コンテスト募集告知ポスター

ゲットラズベリー！

LA40RET "PUBLIC SHOW"

肉＞恋　～お肉だいすきフェア開催中 ! ～

Ghana is made in Musashi-Urawa

原宿から世界へ。

瞬冷辛口　登場篇

ポーラ美術館企画展「エミール・ガレ　自然の蒐集」

美肌県グランプリ 2017

DJ みそしると MC ごはん　世界最小の広告※たぶん

「東京喰種」Twitter 画展

THE FAN VOICE SESSION

はたらいて、笑おう。PERSOL アンサー編

自動運転エンジニア募集

東京造形大学 山手線グラフィック展

広告主名

薩摩酒造株式会社

サントリーホールディングス株式会社

青山商事株式会社

株式会社ルミネ

Netflix 株式会社

東京地下鉄株式会社 / 東日本旅客鉄道株式会社

キリンビバレッジ株式会社

株式会社 KADOKAWA

GINZA SIX リテールマネジメント株式会社

キリンビバレッジ株式会社

牛乳石鹼共進社株式会社

日本電波塔株式会社

マルハニチロ株式会社

株式会社高橋書店

カイゲンファーマ株式会社

株式会社パートナーエージェント

ヤフー株式会社

サントリーホールディングス株式会社

株式会社 NTTドコモ

サーモス株式会社

株式会社朝日新聞社

パナソニック株式会社

株式会社ポプラ社

株式会社文化放送

クラシエフーズ株式会社

株式会社ラフォーレ原宿

株式会社横浜岡田屋 

株式会社ロッテ

アソビシステム株式会社

アサヒビール株式会社

公益財団法人　ポーラ美術振興財団　ポーラ美術館

株式会社ポーラ

株式会社ソニー・ミュージックレーベルズ

株式会社集英社

株式会社小学館

パーソルホールディングス株式会社

トヨタ自動車株式会社

東京造形大学 デザイン学科 グラフィックデザイン専攻領域

賞名

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞

最優秀部門賞

優秀作品賞
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部門

グランプリ

車両デジタル
メディア部門

駅デジタル
メディア部門

車両
メディア部門

駅
メディア部門

駅サインボード
部門

JR東日本賞

企画・
プロモーション

部門

薩摩酒造株式会社：白波　この地球の日々たちへ。

　グランプリ　
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●最優秀部門賞　サントリーホールディングス株式会社：Iconic Maker's Mark

●優秀作品賞　キリンビバレッジ株式会社：ゆるボトルさんの通勤

●優秀作品賞　株式会社ルミネ：ルミネ･ザ･バーゲン  2017 夏

●優秀作品賞　Netflix 株式会社：人間、明石家さんま。「Netflix」の話

　車両デジタルメディア部門　

●優秀作品賞　青山商事株式会社：Mr. ストレッチ（パーツストレッチスーツ）

●優秀作品賞　東京地下鉄株式会社 / 東日本旅客鉄道株式会社：東京メトロ・JR 東日本共同ムービーシリーズ　TOKYO SPORTS STATION
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●最優秀部門賞　株式会社 KADOKAWA：角川文庫　ブランディング広告

●優秀作品賞
マルハニチロ株式会社：

「宣言 - Power of nature」

●優秀作品賞
　GINZA SIX リテールマネジメント株式会社：GINZA SIX SALE

●優秀作品賞
牛乳石鹼共進社株式会社：

　いい風呂の日

●優秀作品賞　キリンビバレッジ株式会社：『苦味を、楽しめ。』篇

●優秀作品賞　日本電波塔株式会社：
NEW ORANGE 未来につづく、東京の色。

　駅デジタルメディア部門　
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　車両メディア部門　

●最優秀部門賞　株式会社高橋書店：ざんねんないきもの事典

●優秀作品賞　株式会社 NTTドコモ：FUTURE-EXPERIMENT.JP VOL.02 視点を拡張せよ

●優秀作品賞
　カイゲンファーマ株式会社：
　改源レトロ看板

●優秀作品賞
 株式会社パートナーエージェント：

 「ドロンジョとブラック・ジャック」

●優秀作品賞　ヤフー株式会社：Yahoo! JAPAN アプリ 全国統一防災模試

●優秀作品賞　サントリーホールディングス株式会社：休み方改革　ボス✈HAWAII

●最優秀部門賞　サーモス株式会社：サーモスブランド　天然氷／塩づくり／雪さらし／炭焼き
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　駅メディア部門　

●優秀作品賞　株式会社ポプラ社：『かいけつゾロリ』 30 周年

●最優秀部門賞　サーモス株式会社：サーモスブランド　天然氷／塩づくり／雪さらし／炭焼き

●優秀作品賞　クラシエフーズ株式会社：ゲットラズベリー！

●優秀作品賞
　株式会社朝日新聞社：
　第 99 回 全国高校野球選手権大会

●優秀作品賞　株式会社文化放送：
　文化放送ラジオ CM コンテスト募集告知ポスター

●優秀作品賞　パナソニック株式会社：洗濯機「泡洗浄」実証広告
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　企画・プロモーション部門　

●優秀作品賞　株式会社ソニー・ミュージックレーベルズ：DJ みそしると MC ごはん　世界最小の広告※たぶん

●最優秀部門賞　株式会社ポーラ：美肌県グランプリ 2017

「世界最小の広告」アップ
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　企画・プロモーション部門　

●優秀作品賞　トヨタ自動車株式会社：自動運転エンジニア募集

●優秀作品賞　株式会社集英社：「東京喰種」Twitter 画展

●優秀作品賞　パーソルホールディングス株式会社：はたらいて、笑おう。PERSOL アンサー編

●優秀作品賞　株式会社小学館：THE FAN VOICE SESSION

© 石田スイ／ 集英社
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　駅サインボード部門　

●最優秀部門賞
　株式会社ラフォーレ原宿：

　LA40RET "PUBLIC SHOW"

●優秀作品賞
　アサヒビール株式会社：

瞬冷辛口　登場篇

●優秀作品賞
　公益財団法人 ポーラ美術振興財団  ポーラ美術館：
　ポーラ美術館企画展「エミール・ガレ 自然の蒐集」

●優秀作品賞
　アソビシステム株式会社：原宿から世界へ。

●優秀作品賞　株式会社横浜岡田屋：
　肉＞恋 ～お肉だいすきフェア開催中 ! ～

●優秀作品賞　株式会社ロッテ：Ghana is made in Musashi-Urawa



Vol.50

11

30周年記念展示

「新たな交通広告を知る特別セミナー」

挨拶するジェイアール東日本企画
常務取締役交通媒体本部長 橘修氏

E235系車内体験ゾーン

　

受
賞
作
品
展
示
会
・
特
別
セ
ミ
ナ
ー

を
通
し
て
、
新
た
な
交
通
広
告
の
価
値

を
提
案
し
た
２
日
間
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
受
賞
作
品
は
、
交
通
広
告

グ
ラ
ン
プ
リ
特
設
サ
イ
ト
（http://

aw
ards.jeki.co.jp/

）
で
も
閲
覧
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
が
主
催

す
る
「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１

８
」
の
受
賞
作
品
展
示
会
が
、
東
京
駅

に
隣
接
す
る
「
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー 

ス
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
東
京
５
階
」

で
８
月
21
日
か
ら
22
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
た
。

　

受
賞
作
品
展
示
会
は
、
交
通
広
告
グ

ラ
ン
プ
リ
30
周
年
を
記
念
し
、
歴
代
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
作
品
集
が
展
示
が
さ
れ
た
。
ま

た
、
交
通
広
告
の
効
果
を
体
感
で
き
る
山

手
線
新
型
車
両
Ｅ
２
３
５
系
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
展
示
方
法
で
受
賞
作
品
の
展
開

も
行
わ
れ
た
。
広
告
主
様
・
広
告
会
社

様
を
は
じ
め
多
数
の
方
が
来
場
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
21
日
に
は
、「
新
た
な

交
通
広
告
を
知
る
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」
と

題
し
て
、
広
告
主
様
、
広
告
会
社
様

に
向
け
た
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
２
部
構
成

で
実
施
し
た
。
１
部
で
は
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
の
ト
レ
ン
ド
を
中
心
に
、
交

通
広
告
の
強
み
を
紹
介
し
た
。
２
部
で

は
「
交
通
広
告
×
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
デ
ジ
タ

ル
分
野
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
２
社
を

パ
ネ
ラ
ー
、
交
通
媒
体
局
の
宮
本
氏
を

モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
強

み
を
活
か
し
た
事
例
と
今
後
の
可
能
性

を
提
案
し
た
。

　JR東日本賞　

● JR 東日本賞　東京造形大学 デザイン学科 グラフィックデザイン専攻領域：
　東京造形大学 山手線グラフィック展

「
交
通
広
告
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
８
」
受
賞
作
品
展
示
会
・「
新
た

な
交
通
広
告
を
知
る
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」
が
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
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「人・街と文化」
理事　北郷　悟（東京藝術大学教授・上野文化の杜新構想実行委員会会長）

　

私
が
高
校
３
年
の
夏
に
、
イ
タ
リ
ア
で
活
躍

す
る
日
本
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
憧
れ
て
御
茶
ノ
水

に
あ
る
小
さ
な
美
術
予
備
校
の
夏
期
講
習
に
参

加
し
た
の
が
、
今
い
る
自
分
の
は
じ
ま
り
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
当
時
の
御
茶
ノ
水
は
、

時
折
起
る
機
動
隊
と
学
生
デ
モ
と
の
激
し
い
衝

突
で
街
は
荒
れ
果
て
て
い
た
も
の
の
、
学
生
街

の
豊
か
な
香
り
は
失
っ
て
い
な
か
っ
た
。
２
週

間
の
講
習
会
が
終
わ

っ
て
か
ら
、
私
は
、

時
代
の
凄
ま
じ
さ
と

東
京
へ
の
憧
れ
に
攪

乱
さ
れ
た
ま
ま
い
わ

き
の
実
家
に
帰
り
、

す
ぐ
に
北
海
道
に
向

け
て
10
日
間
ほ
ど
の

適
当
な
計
画
を
立
て

て
、
バ
イ
ク
で
出
て

し
ま
っ
た
の
を
思
い

出
す
。
こ
ん
な
事
だ

か
ら
２
年
間
の
浪
人

時
代
は
御
茶
ノ
水
の

美
術
予
備
校
で
は
気

楽
な
最
高
の
時
を
過
ご
し
て
い
た
が
、
デ
ザ
イ

ン
の
夢
は
や
が
て
彫
刻
の
夢
に
切
り
替
わ
っ
て

い
っ
た
。
彫
刻
を
少
し
か
じ
っ
た
事
で
、
今
で

も
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
本
質
的
な
も
の
に
目

覚
め
、
自
分
の
中
で
や
り
た
い
事
と
合
致
し
て

い
っ
た
。

　

有
名
な
彫
刻
家
の
い
る
美
術
大
学
に
入
っ
て
、

あ
こ
が
れ
は
い
つ
の
間
に
か
不
思
議
に
魅
力
的

に
見
え
る
芸
術
の
真
実
を
求
め
て
素
材
と
格
闘

す
る
彫
刻
家
に
な
ろ
う
と
す
る
自
分
に
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
当
時
入
学
し
た
東
京
造
形
大
学
は

バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
で
授
業
は
無
く
、
先
輩
か
ら

教
え
て
も
ら
っ
て
自
主
的
に
石
彫
の
道
具
を
借

り
て
ノ
ミ
と
金
槌
で
力
い
っ
ぱ
い
石
に
立
ち
向

か
っ
て
い
た
の
を
思
い
だ
す
。

　

今
、
大
学
に
務
め
る
傍
ら
上
野
「
文
化
の
杜
」

新
構
想
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
芸
術

文
化
の
力
で
社
会
的
に
も
都
市

の
質
を
高
め
て
国
際
的
な
発
信

力
を
持
つ
と
い
う
目
的
を
も
っ

て
い
る
。
上
野
「
文
化
の
杜
」
は
、

ご
存
知
の
通
り
上
野
恩
賜
公
園

に
あ
る
文
化
施
設
。
東
京
国
立
博

物
館
や
国
立
科
学
博
物
館
、
国
立

西
洋
美
術
館
、
東
京
都
美
術
館
、

上
野
恩
賜
動
物
園
、
東
京
藝
術
大

学
、
上
野
の
森
美
術
館
な
ど
国
宝

や
重
要
文
化
財
等
日
本
有
数
の

芸
術
資
源
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
明
治
６
年
に
ボ
ー
ド
ワ
ン
博

士
が
上
野
の
山
に
視
察
に
訪
れ
た
際
、
公
園
に

し
ま
し
ょ
う
と
病
院
設
立
を
あ
き
ら
め
て
日
本

で
最
初
の
公
園
に
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

他
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
。
京
成
電
鉄
、
東
京
メ
ト
ロ

な
ど
鉄
道
各
社
も
参
加
し
各
機
関
が
連
携
し
た

大
き
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

世
界
に
向
け
た
文
化
発
信
を
行
う
こ
と
で
多

く
の
外
国
人
が
本
物
の
芸
術
に
出
会
え
る
環
境

を
創
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
様
々
な

形
で
行
っ
て
い

る
。
国
立
西
洋

美
術
館
が
ル
・

コ
ル
ビ
ジ
ェ
の

建
築
と
し
て
世

界
文
化
遺
産
に

認
定
さ
れ
、
ま

た
上
野
恩
賜
動

物
園
の
パ
ン
ダ

が
生
ま
れ
て
、
子
パ
ン
ダ
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
誕
生

で
湧
い
て
い
る
。
と
も
に
日
本
中
に
夢
が
広
が

る
話
題
で
あ
り
海
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
文
化
拠
点
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
為

に
も
、
各
館
の
整
備
や
対
応
は
も
と
よ
り
、
街

と
公
園
、
各
館
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　

街
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
け
れ
ど
「
ひ
と
」

が
行
き
交
う
事
で
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
残
し
て

い
く
、
そ
し
て
紡
い
で
い
く
。
そ
れ
が
街
の
特

色
の
あ
る
文
化
に
な
る
の
だ
と
思
う
。

　

私
が
御
茶
ノ
水
で
過
ご
し
た
青
春
も
、
大
学

で
彫
刻
制
作
に
夢
中
に
な
り
何
も
食
べ
な
い
で

身
体
を
壊
し
て
入
院
を
く
り
返
し
て
い
た
学
生

の
自
分
が
い
る
街
も
、
上
野
の
杜
に
あ
る
大
学

に
通
い
続
け
や
っ
と
何
か
見
つ
け
た
よ
う
な
気

に
な
っ
て
い
る
学
生
の
自
分
が
い
る
街
も
、
街

の
文
化
は
、
地
層
の
よ
う
に
何
千
年
も
の
誰
か

が
残
し
た
足
跡
の
上
に
私
達
は
歩
い
て
い
る
事

を
知
る
の
で
あ
る
。

次
回
の
広
場
も
お
楽
し
み
に
。

広 場

上野公園・桜

17の旅・襟裳岬
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富
士
フ
イ
ル
ム 
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
ズ
株
式
会
社
（
社
長
：
西
村
亨
）
は
、

広
告
媒
体
な
ど
の
備
品
管
理
や
、
製
作
・

施
工
の
履
歴
を
Ｉ
Ｃ
タ
グ
で
一
元
管
理
で

き
る
「
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
広
告
・
備
品
管
理
」
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
、
そ
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
向
け
て
現
在
試
行
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
「
Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ
」（
無
線
通
信
で
Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
非
接
触

で
読
み
書
き
す
る
自
動
認
識
技
術
）
と
汎

用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
」
を
活

用
し
た
備
品
管
理
シ
ス
テ
ム
で
、
広
告
媒

体
な
ど
の
営
繕
に
必
要
な
備
品
情
報
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
確
認
で
き
、
ま
た
、
営
繕
時

期
を
あ
ら
か
じ
め
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る

こ
と
で
、
広
告
媒
体
設
備
に
不
具
合
が
生

じ
る
前
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
可
能
と
な
り
、

業
務
の
効
率
化
と
広
告
媒
体
の
価
値
向
上

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

作
業
手
順
は
、
広
告
媒
体
に
貼
り
付
け

た
Ｉ
Ｃ
タ
グ
「
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
」
に
、
施
工
・

営
繕
・
設
置
情
報
な
ど
を
記
録
し
、
そ
れ

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
搭
載
の
リ
ー
ダ
ー
で

か
ざ
す
こ
と
で
、「
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ａ
」
を
通
じ

て
デ
ー
タ
を
送
信
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

活
用
例
と
し
て
は
、
①
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

か
ら
営
繕
時
期
を
通
知
、
②
営
繕
や
広
告

意
匠
交
換
な
ど
の
記
録
写
真
を
そ
の
場
で

登
録
、
③
営
繕
時
期
を
設
定
し
て
備
品
を

自
動
発
注
化
。
な
ど
、
備
品
管
理
以
外
に

も
付
随
す
る
広
告
媒
体
情
報
の
一
元
管
理

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
に
よ
り
他
の
シ
ス
テ
ム
と
も
連
携
可

能
で
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
富
士
フ
イ
ル
ム 

イ
メ
ー

ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社 

イ
メ
ー
ジ

テ
ッ
ク
事
業
部 

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
営
業
部

（
☎
０
３
・
５
７
４
５
・
２
２
６
１
）

手
間
を
か
け
ず
に
広
告
媒
体
情
報
を
一
元
管
理

｢
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
広
告
・
備
品
管
理
」
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

富
士
フ
イ
ル
ム 

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
ズ
株
式
会
社
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● 

支 

部 

便 

り 

●

交
通
広
告
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

北
海
道
支
部（
幅
口
堅
二
支
部
長
）で
は
、

７
月
26
日（
木
）、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
札
幌
に
於
い
て
、
交
通
広
告
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
株
式
会

社
オ
リ
コ
ム
の
吉
田
勝
広
氏
を
お
招
き
し
、

「
リ
ア
ル
と
デ
ジ
タ
ル
で
注
目
を
集
め
る
最

新
の
交
通
広
告
事
例
の
解
説
」と
い
う
テ
ー

マ
で
２
時
間
30
分
の
講
演
に
は
、
会
員
社

21
社
中
14
社
33
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

吉
田
氏
か
ら
は
、
有
効
な
車
内
で
の
デ

ジ
タ
ル
広
告
事
例
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

を
狙
っ
た
展
開
事
例
、ウ
ェ
ザ
ー
マ
ー
チ
ャ

ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
や
１
０
０
０
人
駅
長
企
画

な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
数
多
く
の
事
例

の
紹
介
を
し
て
頂
き
、
非
常
に
知
識
が
深

ま
り
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
講
師
の
吉
田
氏
に
も
加
わ
っ

て
頂
き
、
意
見
交
換
会
も
行
い
ま
し
た
。

講
演
内
容
の
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、

よ
り
一
層
の
理
解
が
深
ま
る
と
同
時
に
会

員
相
互
の
親
睦
も
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

９
月
６
日
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
で
被
災
し
た
多
く
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
は
こ
れ
か
ら
秋
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
で
す
、
観
光
で
北
海
道
の
復
興
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

北
海
道
支
部

き
し
、｢

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
広
告
戦
略｣

と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
、
会
員
の
皆
さ
ま
は
熱
心
に
聴
講

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
親
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま

は
和
や
か
に
歓
談
さ
れ
親
睦
を
深
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

◆
支
部
総
会
　
15
時
00
分

■
報
告
事
項

⑴
平
成
29
年
度
活
動
報
告
及
び
収
支
に
つ

い
て

⑵
平
成
30
年
度
首
都
圏
支
部
幹
事
に
つ
い
て

⑶
平
成
30
年
度
活
動
計
画
及
び
予
算
に
つ

い
て

◆
セ
ミ
ナ
ー
　
16
時
00
分

講
師
：
株
式
会
社
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス 

企
画

本
部 

企
画
部
次
長　

山
田
佳
明
様

演
題
：｢

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
と
広
告
戦
略｣

◆
懇
親
会
　
17
時
30
分

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

７
月
９
日（
月
）、
首
都
圏
支
部
（
原
口

宰
支
部
長
）
で
は
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
富
士
の
間
に
お
い
て
、50
社
54
名
（
委

任
状
に
よ
る
出
席
38
社
）
が
参
加
し
、
平

成
30
年
度
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
首
都
圏
支
部
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

原
口
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
平
成
29
年

度
の
事
業
報
告
、
平
成
30
年
度
の
事
業
計

画
及
び
予
算
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
、
す
べ
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
株
式
会
社
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
の
山
田
佳
明
様
を
講
師
と
し
て
お
招

首
都
圏
支
部

首都圏支部総会会場

セミナー講師の山田佳明氏

熱心に聴講する会員社の皆さま
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支
部
総
会
、
支
部
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た

　

中
部
支
部（
阿
久
津
光
志
支
部
長
：
株

式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
エ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー 

代
表
取
締
役
社
長
）
は
、
７
月
30
日

（
月
）
Ｊ
Ｒ
ゲ
ー
ト
タ
ワ
ー
16
階　

ゲ
ー
ト

タ
ワ
ー
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
い
て
、
中
部

支
部
総
会
、
支
部
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

総
会
は
、
支
部
会
員
社
35
社
中
24
社

が
本
人
出
席
、
委
任
状
出
席
が
９
社
あ

り
、「
２
０
１
７
年
度
事
業
報
告
」
及
び 

「
２
０
１
７
年
度
決
算
」、「
２
０
１
８
年
度

事
業
計
画
」
及
び
「
２
０
１
８
年
度
予
算
」、

中
部
支
部

で
あ
る
。
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
や
、

先
日
の
西
日
本
豪
雨
で
も
多
く
の
人
が

大
変
な
苦
労
を
さ
れ
て
い
る
事
と
思
わ

れ
る
が
、
鉄
道
は
「
動
脈
」
と
言
わ
れ

て
い
る
様
に
、
そ
の
地
区
に
お
い
て
大

変
重
要
な
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

事
が
よ
く
分
か
る
。
そ
の
中
で
鉄
道
と

と
も
に
あ
る
「
鉄
道
広
告
」
は
、
鉄
道

利
用
者
か
ら
「
公
共
物
」
と
し
て
認
識

さ
れ
る
信
頼
性
の
高
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ

る
事
を
実
感
し
た
。

　

鉄
道
広
告
は
時
代
の
変
化
と
と
も
に

様
々
に
進
化
し
て
い
る
が
、
地
域
に
根

ざ
し
た
存
在
で
あ
る
事
は
今
後
も
変
わ

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
日
本
で

は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
、

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
待
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
当
協
会
が
そ
の
役
割
を
果
た

し
、
存
在
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
る
。

阿
久
津
支
部
長
挨
拶

　

毎
年
の
よ
う
に 

異
常
気
象
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
今
年
は
台
風
の
逆
走
と

い
う
今
ま
で
に
見
た
こ
と
も
な
い
事
象

が
起
こ
っ
た
。
台
風
と
い
え
ば
、
２
０

０
４
年
は
多
く
の
台
風
が
発
生
し
、
Ｊ

Ｒ
東
海
の
高
山
線
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。
復
旧
に
は
３
年
も
の
多
大
な
時

間
と
労
力
が
か
か
っ
た
が
、
そ
の
経
験

の
中
で
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

運
行
再
開
時
の
地
元
の
方
々
の
喜
ぶ
姿挨拶する阿久津支部長

め
に
我
々
業
界
も
何
か
お
手
伝
い
で
き
る

の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

翻
っ
て
我
が
交
通
広
告
業
界
を
見
ま
す

と
、
会
員
皆
様
の
大
変
な
奮
闘
に
よ
り
、
鉄

道
広
告
に
関
し
て
は
、
か
な
り
健
闘
し
た
数

字
を
こ
の
３
か
月
は
残
せ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
大
変
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
弊

社
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
）
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
今
後
ど
う
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
、
有
識
者
に
話
を
う

か
が
っ
た
り
委
員
会
を
開
い
た
り
し
て
い

ま
す
が
、
皆
さ
ま
異
口
同
音
に
、「
こ
れ
か

ら
デ
ジ
タ
ル
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
と
親
和
性
が

あ
っ
て
伸
び
る
の
は
交
通
広
告
だ
」
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。「
人
が
動
く
頻
度
の
高
い
と

こ
ろ
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
親

和
性
が
高
い
」。
日
本
の
ほ
ぼ
全
て
の
人
が

携
帯
と
い
う
名
前
の
端
末
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
状
況
で
、
人
が
動
い
て
い
る
時
の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
動
く
先
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
を
ど
う
連
動
さ
せ
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
、「
今
ま
で
温
め
て
い
た
も
の
が
色
々
で

き
そ
う
で
す
。」
と
い
う
大
変
心
強
い
声
を

聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
鉄
道
広
告
業

界
に
も
通
じ
る
話
で
、
デ
ジ
タ
ル
と
交
通
を

い
か
に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
ア
カ
ウ
ン
ト
を

い
か
に
大
き
く
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と

に
、
待
っ
た
な
し
の
大
変
楽
し
み
な
状
況
に

な
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆

様
と
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本

日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

原
口
支
部
長
挨
拶

　

サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
大
変
盛

り
上
が
り
、
日
本
チ
ー
ム
が
負
け
た
の
に
も

係
ら
ず
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
ス
タ
ジ
ア
ム
を
掃

除
し
て
帰
っ
た
と
か
、
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
に

ゴ
ミ
ひ
と
つ
残
さ
ず
、「
あ
り
が
と
う
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
去
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
日
本
人
の
評
判
を
高
め
て
く
れ
た
こ
と

が
、何
よ
り
一
番
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
経
済
効
果
も
あ
り
ま

す
し
、
こ
れ
だ
け
日
本
が
盛
り
上
が
っ
た
の

で
、
広
告
業
界
に
も
追
い
風
が
吹
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
再
来
年
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
す
の
で
、
い

よ
い
よ
本
格
的
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
い

け
な
い
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

　

先
般
、
西
日
本
を
襲
っ
た
豪
雨
は
、
行
方

不
明
や
亡
く
な
っ
た
方
の
数
を
把
握
で
き

ず
、
数
日
に
亘
っ
て
被
害
の
全
容
す
ら
わ
か

ら
な
い
と
い
う
、
大
変
な
災
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
る
の
と
同
時
に
、
頑
張
っ
て
復

興
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
そ
の
た挨拶する原口支部長
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「
交
通
広
告
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

２
０
１
８
」
を
実
施
し
ま
す

　

中
部
支
部
で
は
、
今
年
度
も
交
通
広
告

に
興
味
を
持
っ
た
学
生
を
対
象
に
「
交
通

広
告
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
２
０
１
８
」
を

実
施
し
ま
す
。
本
事
業
で
は
交
通
広
告
に

関
す
る
講
義
と
、
協
賛
広
告
主
か
ら
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、
学
生
自
ら

が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
広
告
制
作

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
採
用
さ

れ
た
広
告
は
名
古
屋
駅
で
実
際
に
掲
出
さ

れ
る
予
定
で
、
今
年
は
過
去
最
多
の
10
大

学
55
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
す
。

【
開
催
日
程
・
会
場
】

10
月
13
日（
土
）、
10
月
27
日（
土
）、

12
月
１
日（
土
）　

各
日
午
後
開
催

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

名
古
屋
本
社
会
議
室

　

10
月
13
日
、
27
日
の
２
日
間
で
は
、
営

業
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
関
す
る
講
義
や

交
通
広
告
展
開
事
例
の
紹
介
な
ど
も
行
い

ま
す
。
ご
興
味
が
あ
る
会
員
社
様
は
、
聴

講
を
承
り
ま
す
の
で
、
中
部
支
部
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中
部
支
部
事
務
局
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）　

担
当
：
松
永

☎
０
５
２
・
５
６
６
・
３
３
０
５

講師の神内一郎氏によるセミナー

役
員
の
選
任
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
全

て
満
場
一
致
に
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

支
部
総
会
の
前
に
は
㈱
電
通 

ア
ウ
ト
・

オ
ブ
・
ホ
ー
ム
・
メ
デ
ィ
ア
局
テ
ッ
ク
＆

デ
ー
タ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
部
長
の
神

内
一
郎
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
３
つ

の
ト
レ
ン
ド
か
ら
読
み
解
く
、
正
し
い

Program
m

atic 

Ｏ
Ｏ
Ｈ
時
代
の
迎
え
方
」

を
テ
ー
マ
に
支
部
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
24

社
44
名
、
学
生
17
名
の
計
61
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
国
外
Ｏ
Ｏ
Ｈ
事
業
に

お
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、
他
メ
デ
ィ
ア

と
比
較
し
た
Ｏ
Ｏ
Ｈ
広
告
指
標
の
標
準
化

や
販
売
状
況
・
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
化
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
昨
今
注
目
さ
れ
て
い

る
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
等
の
事
例
を
元
に
、
国
内
Ｏ

Ｏ
Ｈ
事
業
に
お
け
る
今
後
の
課
題
と
可
能

性
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

参
加
者
は
、
変
革
の
激
し
い
広
告
業
界

に
お
い
て
鉄
道
広
告
の
活
路
を
学
ぶ
良
い

機
会
と
し
て
、
話
に
関
心
を
寄
せ
て
聞
い

て
い
た
。

　

ま
た
、
当
日
行
わ
れ
た
懇
親
会
は
、
今

年
度
よ
り
中
部
支
部
幹
事
に
就
任
さ
れ
た 

株
式
会
社
ア
ド
・
コ
ク
ユ
ー
岡
田
邦
宏
代

表
取
締
役 

の
挨
拶
・
乾
杯
に
始
ま
り
、
株

式
会
社
電
通
名
鉄
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
土
屋
政
文
取
締
役
専
務
執
行
役
員
の
中

締
め
に
て
終
了
。
出
席
し
た
支
部
会
員
は

楽
し
く
賑
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
会
員
各

社
と
の
親
睦
を
深
め
た
。

中締めをする土屋政文氏 懇親会で挨拶する岡田邦宏氏

「
平
成
30
年
度
定
期
総
会
」
を

開
催
し
ま
し
た

　

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部（
山
本
章
義
支

部
長
）
は
、
７
月
10
日（
火
）、
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪『
鶴
寿
の
間
』に
お
い
て
、

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
「
平
成
30
年
度

定
期
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
総
会
】

審
議
事
項

①
平
成
29
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

②
平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案

が
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
、
支
部
幹
事
の
委
嘱

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部

熱心に聴講する会員社の皆さま
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変
更
及
び
支
部
事
務
局
担
当
者
変
更
・
代

表
者
変
更
・
入
会
・
退
会
及
び
支
部
会
員

数
と
、「
第
12
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
概
要
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
同
ホ
テ
ル
『
鳳
凰
の

間
』
に
お
い
て
、
セ
ミ
ナ
ー
と
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
セ
ミ
ナ
ー
に
は
46
社
か
ら
86

名
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【
特
別
セ
ミ
ナ
ー
概
要
】

講
師
：

石
原
康
行
氏　

近
畿
経
済
産
業
局 

次
長

テ
ー
マ
：

『
過
去
か
ら
未
来
へ
の
１
０
０
年
関
西
を
考

え
る｢

新
発
想
の
価
値
創
造｣

～
１
９
７
０
大
阪
万
博
で
見
た
夢
と
２
０

２
５
年
未
来
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
期
待
～
』

　

１
９
７
０
年
の
大
阪
万
博
当
時
を
振
り

返
り
、
将
来
に
実
現
可
能
と
予
想
し
て
い

た
未
来
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
、
ア

ニ
メ
や
マ
ン
ガ
に
見
る
発
想
や
企
業
パ
ビ

リ
オ
ン
の
出
展
事
例
な
ど
か
ら
、｢

夢
み
た

未
来｣

を
ご
紹
介
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
現
在
、

既
に
実
現
し
生
活
の
一
部
と
な
っ
て
い
る

モ
ノ
や
、
こ
の
先
数
年
で
実
現
化
さ
れ
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
モ
ノ
を
具
体
例
を
交

え
な
が
ら
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博

の
誘
致
状
況
と
テ
ー
マ
や
提
案
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
未

来
に
向
け
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ビ
ジ
ネ
ス
事
例

と
そ
の
本
質
に
つ
い
て
の
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
な
ど
を
ご
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、

講
演
後
に
ご
質
問
を
さ
れ
る
な
ど
充
実
し

た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
６
月
の
大
阪
北
部
地

震
、
７
月
の
西
日
本
豪
雨
、
先
般
の
台

風
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
安
全
と
被
災
地
の
一
日
も

早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

四
国
支
部
（
山
西
弘
泰
支
部
長
）
で
は
、

６
月
25
日（
月
）
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト

高
松
に
お
い
て
、
会
員
14
名
（
う
ち
会
員

本
人
出
席
８
名
、
代
理
人
出
席
４
名
、
委

任
状
２
名
）
が
出
席
し
、
２
０
１
８
年
度

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

①
２
０
１
７
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

②
２
０
１
７
年
度
決
算
に
つ
い
て

③
２
０
１
８
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

④
２
０
１
８
年
度
予
算
に
つ
い
て

⑤
役
員
の
変
更
に
つ
い
て

の
５
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、

全
て
満
場
一
致
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
開
催
し
た
懇
親
会
に
は
12
社

19
名
が
参
加
し
、
和
や
か
な
う
ち
に
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
国
支
部

た
イ
ン
テ
グ
レ
ー
テ
ッ
ド
リ
ゾ
ー
ト
の

誘
致
な
ど
、
社
会
や
経
済
の
活
性
化
を

裏
付
け
る
可
能
性
が
あ
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
た
く
さ
ん
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
関
西
、
西
日
本
に
お

い
て
も
、
こ
う
し
た
話
題
が
ま
す
ま
す

盛
り
上
が
っ
て
ゆ
く
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

先
般
の
本
部
総
会
に
て
議
案
が
承
認

さ
れ
た
事
を
受
け
、
今
年
度
の
当
協
会

の
事
業
計
画
に
合
わ
せ
て
各
委
員
会
・

各
支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
主
体
的
に
活
動
に

入
っ
て
ゆ
く
事
と
な
り
ま
す
が
、
当
支

部
に
お
い
て
も
エ
リ
ア
ニ
ー
ズ
を
適
切

に
捉
え
な
が
ら
、
近
畿
・
中
国
・
北
陸

支
部
内
に
お
け
る
鉄
道
広
告
事
業
の
振

興
・
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
支
部
会

員
の
皆
さ
ま
と
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん

で
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
皆
さ
ま
方
の
一
層
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
本
支
部
長
挨
拶

　

昨
年
度
の
我
が
国
の
経
済
は
比
較
的

好
調
で
あ
り
、
こ
れ
が
持
続
し
経
済
を

底
上
げ
で
き
れ
ば
明
る
い
未
来
も
予
測

で
き
ま
す
が
、
現
状
は
、
朝
鮮
半
島
情

勢
や
変
動
す
る
過
激
な
天
候
な
ど
、
外

的
要
因
に
は
様
々
な
リ
ス
ク
が
考
え
ら

れ
、
見
通
し
が
不
安
定
な
状
況
で
す
。

一
方
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
大
阪
で
は
２

０
２
５
年
開
催
を
目
指
す
万
国
博
覧
会

の
誘
致
、
Ｉ
Ｒ
法
案
の
通
過
を
見
越
し挨拶する山本支部長

近畿経済産業局 次長 石原康行氏
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員
会 

幹
事 

白
𡈽
栄
次
氏
を
お
招
き
し
、
首

都
圏
に
お
け
る
「
交
通
広
告
共
通
指
標
」

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、
参
加
さ
れ

た
会
員
の
皆
さ
ま
熱
心
に
耳
を
傾
け
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
２
０
１
８
年
７
月
６
日

に
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
で
、
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
「
山
口
県
」
と
「
広
島
県
」

支
援
の
意
味
を
込
め
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の

日
本
酒
を
購
入
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
26

社
56
名
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
御
賞
味
い
た

だ
き
つ
つ
、
親
睦
を
深
め
る
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

ご
多
忙
の
中
、
出
席
い
た
だ
い
た
会
員

社
の
皆
さ
ま
と
、

講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
白
𡈽
さ

ま
に
、
こ
の
場

を
借
り
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

九
州
支
部
（
小
濵
和
彦
支
部
長
）
は
、

８
月
９
日（
木
）、
九
州
支
部
会
員
20
社
と

賛
助
会
員
３
社
の
計
23
社
（
７
社
欠
席
）

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
２
０
１
８
年
度
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
九
州
支
部
総
会
・
講
演
会
・
懇

親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
小
濵
支
部
長
の
挨
拶
後
、

２
０
１
７
年
度
事
業
報
告
及
び
２
０
１
７

年
度
決
算
報
告
、
２
０
１
８
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
の
審
議
に
移
り
、
そ
れ
ぞ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
開
催
し
た
講
演
会
で
は
、
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
委

九
州
支
部

講演会講師の白𡈽栄治氏

講演会に参加された会員社の皆さま

挨拶する小濵支部長

西日本豪雨で被災した酒蔵の
日本酒

委
員
会
便
り

「
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論 

別
冊

広
告
業
界
の
動
向　

平
成
29
年（
２
０

１
７
年
１
月
～
12
月
）」
を
発
行
し
ま

し
た

　

人
材
育
成
委
員
会
（
肥
後
謙
一
委
員
長
）

で
は
、「
交
通
広
告
実
務
研
修
」
な
ど
で
使

用
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
「
交
通
広
告
ビ
ジ

ネ
ス
概
論
」（
２
０
１
７
年
発
行
）
の
別
冊

版
と
し
て
「
広
告
業
界
の
動
向 

平
成
29
年

（
２
０
１
７
年
１
月
～
12
月
）」
を
発
行
い

た
し
ま
し
た
。「
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
」

と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
な
ど
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

２
０
１
８
年
８
月
31
日
発
行

Ａ
４
サ
イ
ズ　

16
ペ
ー
ジ　

４
色

「
鉄
道
広
告　

絵
で
見
る
安
全
作
業
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
改
訂
版
を
発
行
し
ま
し
た

　

安
全
委
員
会（
西
崎
俊
文
委
員
長
）
で
は
、

「
絵
で
見
る
安
全
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
、

こ
の
度
、
最
新
の
事
例
や
よ
り
現
実
的
な

事
例
を
踏
ま
え
た
解
説
を
加
え
る
な
ど
の

内
容
の
充
実
を
図
り
、
改
訂
版
を
発
行
し

ま
し
た
。

　

鉄
道
広
告
は
、
公
共
交
通
機
関
で
あ
る

列
車
や
駅
な
ど
の
設
備
や
施
設
を
利
用
し

て
お
り
、
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
こ
と

が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

　

本
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
事
故
防
止
、
危
険

ゼ
ロ
に
向
け
て
会
員
各
社
の
鉄
道
広
告
に

携
わ
る
全
て
の
関
係
者
の
更
な
る
安
全
作

業
の
意
識
高
揚
に
つ
な
が
る
よ
う
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

２
０
１
８
年
８
月
31
日
発
行

Ａ
４
サ
イ
ズ　

52
ペ
ー
ジ　

４
色

人
材
育
成
委
員
会

安
全
委
員
会

TRANSIT ADVERTISEMENT BUSINESS

交通広告
ビジネス
概論
別冊

人材育成委員会

広告業界の
動向
 平成29年（2017年1月～12月）
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え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
も
、
多
く
の
鉄
道
利
用
者
の
皆
さ

ま
が
、
駅
や
車
内
で
撮
影
し
た｢

エ
キ
か

ら
エ
コ
。｣

の
ポ
ス
タ
ー
写
真
がT

w
itter

や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

シ
ェ
ア
さ
れ
、
こ
の
カ
ラ
ー
の
絵
が
好
き

と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

以
下
は
そ
の
一
部
で
す
。

・
毎
年
こ
の
エ
キ
か
ら
エ
コ
の
ポ
ス
タ
ー

全
国
の
Ｊ
Ｒ
、
私
鉄
、
地
下
鉄
を
含
む
36

社
の
鉄
道
会
社
を
は
じ
め
、
関
係
す
る
ハ

ウ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
広
告
会
社
、
掲

出
撤
去
作
業
会
社
の
ご
協
力
で
、
延
べ
50

万
枚
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
出
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨

に
快
く
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
い

た
だ
い
た
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

制
作
の
著
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
関
係

し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
さ

ま
に
、
改
め
て
深
く
謝
意
と
敬

意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

猛
烈
な
暑
さ
で
地
球
の
温
暖

化
に
つ
い
て
考
え
た
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

そ
の
時
に
「
エ
キ
か
ら
エ
コ
。｣

の
ポ
ス
タ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
を
目
に
し
た
こ
と
で
改

め
て
、
自
分
が
思
い
描
く｢

エ

コ｣

に
つ
い
て
、
ご
家
族
や
お

友
達
と
話
し
合
う
よ
う
な
機
会

を
も
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考

　

今
年
も
８
月
１
日（
水
）
～
31
日（
金
）

の
１
か
月
に
わ
た
り
、
地
球
温
暖
化
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
、
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
、
６
月
末
か
ら
７
月
初
旬

に
か
け
て
台
風
７
号
と
梅
雨
前
線
の
影
響

で
、全
国
的
に
大
雨（
平
成
30
年
７
月
豪
雨
）

に
見
舞
わ
れ
、
特
に
西
日
本
で
は
甚
大
な

被
害
を
受
け
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
、
１
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
７
月
中
旬
以
降
か

ら
記
録
的
な
高
温
で
、
各
所
で
「
観
測
史

上
初
」
が
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
、
猛

暑
が
続
く
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

を
眺
め
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

・
本
に
挟
む
し
お
り
に
し
た
い
で
す
。

・
エ
キ
か
ら
エ
コ
の
ポ
ス
タ
ー
♥
♥
♥
♥

で
テ
ン
シ
ョ
ン
あ
が
る
。

・「
エ
キ
か
ら
エ
コ
」
広
告
に
目
を
奪
わ
れ

て
た
わ
。
電
車
内
で
撮
る
に
は
乗
客
多
く

て
出
来
な
ん
だ
。

・
駅
で
可
愛
い
ポ
ス
タ
ー
発
見
、
エ
キ
か

ら
エ
コ

・
電
車
の
吊
り
広
告
の
エ
キ
か
ら
エ
コ
っ

て
ヤ
ツ
の
絵
が
良
い

12
回
目
の
「
エ
キ
か
ら
エ
コ
。」
に

ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
12
回
地
球
温
暖
化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
報
告

美
観
風
致
委
員
会
・
環
境
委
員
会

小田急電鉄・下北沢駅

JR 北海道・札幌駅

東武鉄道・池袋駅

JR 東日本・仙台駅

横浜高速鉄道・みなとみらい駅

JR 東日本・東京駅
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編集後記

　●次号Vol.51は12月1日発行予定です。お楽しみに。

東急電鉄・自由が丘駅 東京メトロ・銀座駅

阪急電鉄・ドア横 Osaka Metro・梅田駅

近畿日本鉄道・大阪難波駅

JR 九州・大牟田駅

JR 西日本・広島駅 京阪電鉄・淀屋橋駅

JR 四国・高知駅 西日本鉄道・福岡（天神）駅

名古屋鉄道・金山駅

JR 東海・静岡駅

７月に旅行をした北海道ではこんなのんびりした風景を楽しみ
ました。聞きなれた地名の被災状況が報道されるたびに、あっ
という間に日常は覆されるものと思い知りました。西日本の水
害の被害から復興中の皆さまは、お元気ですか？とりあえず、
自分のできること ｢食べて応援 !!｣ は継続してまいります。皆
さまのおすすめのボランティア教えてください。

（写真の場所はみんな無事とのことです）

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。
　 information@j-jafra.jp

●会員社の代表者、他が
変更になった場合は、
ホームページ（http://j-jafra.jp）
の「各種届出書類」に
変更届がありますので、ご記入
の上、事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。


